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東
京
地
方
本
部
は
、
五
月
七
日
一
三
時
半
か
ら

北
区
・
滝
野
川
会
館
に
お
い
て
労
働
講
座
を
開
催

し
た
。

　

山
田
福
対
部
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

石
上
委
員
長
か
ら
は
震
災
や
不
採
用
問
題
、
組
織

強
化
拡
大
、
年
金
・
エ
ル
ダ
ー
問
題
な
ど
の
あ
い

さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

労
働
講
座
で
は
、
東
日
本
本
部
矢
部
法
対
部
長

か
ら
エ
ル
ダ
ー
制
度
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て

報
告
が
さ
れ
た
。

　

一
〇
分
程
休
憩
の
あ
と
、
年
金
実
務
セ
ン
タ
ー

代
表
（
元
総
評
社
会
保
障
局
長
）
公
文
昭
夫
さ
ん

か
ら
、
年
金
の
現
状
や
問
題
点
に
つ
い
て
講
演
を

い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
若
干
の
質
疑
時
間
を
設
け
、
最
後
に
常

盤
教
宣
部
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
終
了
し
た
。

・
厚
生
年
金
と
共
済
年
金
の
一
元
化
を
検
討
し
て

い
る
。
国
の
負
担
軽
減
の
た
め
だ
が
、
年
金
支
給

開
始
を
六
七
歳
へ
更
に
遅
ら
せ
る
事
も
検
討
か
。

・
医
療
と
介
護
も
給
付
水
準
抑
制
へ
。
更
に
こ
う

し
た
社
会
保
障
に
消
費
税
を
上
げ
て
充
当
す
る
事

も
検
討
課
題
。
財
界
も
推
進
。
そ
の
ウ
ラ
に
は
企

業
の
負
担
を
減
ら
す
目
的
。「
改
善
」
と
は
表
現

し
な
い
。

　

今
後
、
消
費
税
で
と
い
う
意
見
を
ど
う
防
ぐ
か

が
問
題
。

・
現
在
の
厚
生
年
金
は
賃
金
と
加
入
期
間
に
よ
る

比
例
報
酬
に
よ
る
計
算
。
す
な
わ
ち
、
労
働
組
合

の
闘
い
の
結
果
が
年
金
支
給
額
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
。
な
お
、
国
鉄
の
時
は
、
退
職
時
の
支
払
額
を

基
に
計
算
し
て
い
た
。
現
在
は
働
い
た
期
間
の
平

均
か
ら
計
算
す
る
。

・
年
金
額
を
考
え
る
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
高
齢

者
は
医
療
費
が
無
料
だ
っ
た
り
、
交
通
費
が
タ
ダ

だ
っ
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
総
合
的
な
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
年
金
額
が
高
く

な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。

・
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
が
独
立
し

て
い
た
も
の
を
一
九
八
五
年
の
制
度
改
正
で
国
民

年
金
を
基
礎
年
金
と
し
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金

を
そ
の
上
に
乗
せ
る
二
階
建
て
構
造
と
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
ほ
ぼ
百
％
納
入
し
て
い
る
私
た
ち

二
号
被
保
険
者
が
、
保
険
料
の
滞
納
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
一
号
被
保
険
者
の
分
ま
で
補
填
し
て
い

る
状
態
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

二
月
に
宇
都
宮
車

掌
区
で
国
労
復
帰
し

た
三
浦
さ
ん
の
歓
迎

会
が
、
四
月
二
七
日

に
宇
都
宮
駅
西
口
の

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
た
。

　

一
四
時
に
五
十
嵐

分
会
書
記
長
の
司
会

あ
い
さ
つ
に
始
ま

り
、
小
松
分
会
長
か
ら
は
「
各
分
会
か
ら
檄
紙
な

ど
の
激
励
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
分
会
二
四

名
は
今
後
も
受
け
皿
に
な
れ
る
よ
う
に
、
運
動
に

取
り
組
み
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
分
会
一
同
ま
す

ま
す
組
織
拡
大
に
頑
張
り
ま
す
」
な
ど
の
あ
い
さ

つ
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
東
日
本
本
部
松
井
書
記
長
か
ら
、
組

織
拡
大
の
現
状
や
震
災
関
係
、
実
施
が
延
期
に
な

っ
た
新
人
事
・
賃
金
制
度
な
ど
の
報
告
を
含
め
た

あ
い
さ
つ
の
あ
と
乾
杯
が
お
こ
な
わ
れ
、
し
ば
し

楽
し
い
歓
談
の
時
間
を
す
ご
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
地
本
常
盤
教
宣
部
長
、
大
宮

地
区
本
部
馬
橋
委
員
長
、
宇
都
宮
支
部
高
田
委
員

長
、
東
日
本
本
部
福
地
書
記
（
元
宇
都
宮
支
部
書

記
）
か
ら
順
次
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
最
後
に
三
浦

さ
ん
本
人
か
ら
「
も
う
少
し
早
く
復
帰
す
れ
ば
よ

か
っ
た
。
組
織
拡
大
に
皆
様
と
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
決
意
が
語
ら
れ
、
分
会
長
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
さ
ら
な
る
組
織
拡
大
を
誓
い
合
い
歓

迎
会
を
終
了
し
た
。

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

労
働
講
座
を
開
催

宇
都
宮
車
掌
区
分
会
で

　
　国
労
復
帰
歓
迎
会

 
  

      

        

   国民年金 厚生年金 共済年金   

      

 ↓１９８５年改正    

      

  厚生年金 共済年金    

   国民年金（基礎年金）  

 １号被保険者 ２号被保険者  ３号被保険者 

 農業自営業など  会社員   公務員  ２号の配偶者 

エ
ル
ダ
ー
制
度
と

　
年
金
に
つ
い
て

公
文
昭
夫
さ
ん
の
講
演
内
容
の
要
旨
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私
た
ち
の
横
浜
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
分
会
は
、

横
浜
支
社
管
内
の
東
海
道
（
客
）、横
須
賀
、京
浜
・

根
岸
、
横
浜
、
相
模
、
高
島
（
単
）
線
の
保
守
管

理
を
中
心
に
位
置
す
る
職
場
で
あ
り
、
組
合
員
の

数
は
技
セ
一
三
名
、
出
向
者
一
〇
名
、
エ
ル
ダ
ー

一
名
の
総
勢
二
四
名
の
分
会
で
す
。当
分
会
は「
設

備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
再
構
築
」
に
よ
り
組
織
体
制

が
変
わ
り
、
仕
事
の
仕
方
も
Ｊ
Ｒ
は
「
設
備
管
理

部
門
」、Ｐ
社
（
請
負
会
社
）
は
「
施
工
部
門
専
門
」

に
分
か
れ
ま
し
た
。

　

分
会
活
動
は
、
Ｊ
Ｒ
と
出
向
者
の
勤
務
が
夜
間

作
業
な
ど
で
合
わ
な
い
た
め
運
動
が
停
滞
し
て
い

る
こ
と
は
い
な
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
不
定
期
な

が
ら
分
会
執
行
委
員
会
を
は
じ
め
、
毎
年
行
な
っ

て
い
る
「
分
会
旅
行
」
や
工
務
協
や
地
区
本
部
主

催
の
レ
ク
に
は
多
数
の
組
合
員
が
参
加
し
て
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
東
労
組
の
影
響
力
が

強
い
た
め
に
な
か
な
か
組
織
拡
大
に
繋
げ
ら
れ
な

い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
国
労

の
組
織
も
維
持
で
き
る
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

職
場
で
は
、
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
が
進
む
中
で
「
仕

事
に
馴
れ
な
い
」「
人
が
少
な
く
て
超
勤
や
サ
ー

ビ
ス
残
業
で
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
」「
若
手
は

業
務
研
究
や
研
修
な
ど
で
、
仕
事
を
覚
え
る
に
も

時
間
が
無
い
」
な
ど
の
不
満
や
不
安
が
あ
り
ま
す

連載企画
分会紹介

横
浜
保
線

技
術
セ
ン
タ
ー

2 6

分会

　

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
第
二
三
回
定
期
総

会
が
、
五
月
十
二
日
に
田
町
交
通
ビ
ル
に
於
い
て

開
催
さ
れ
た
。

総
会
議
長
に
松
崎
常
幹
（
東
水
労
）
を
選
出

し
議
事
に
入
っ
た
。主
催
者
挨
拶
で
本
橋
議
長（
自

治
労
東
京
）
は
大
震
災
に
触
れ
「
震
災
の
被
害
だ

け
で
な
く
、
放
射
能
の
誤
っ
た
認
識
に
よ
る
差
別

や
、学
校
で
の
い
じ
め
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、

情
報
操
作
や
隠
蔽
は
無
い
の
か
」
と
危
惧
を
表
明

し
、
さ
ら
に
浜
岡
原
発
で
の
マ
ス
コ
ミ
の
対
応
を

「
原
子
力
発
電
が
停
止
し
た
後
の
電
力
不
足
を
心

配
す
る
報
道
が
中
心
で
危
険
や
不
安
を
報
道
し
な

い
」
と
批
判
し
た
。
狭
山
事
件
で
は
、
裁
判
勝
利

に
向
け
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

議
事
は
来
賓
挨
拶
を
受
け
、
事
務
局
長
か
ら

し
、
今
後
退
職
者
が
増
え
る

中
で
「
エ
ル
ダ
ー
制
度
」
を

利
用
す
る
組
合
員
が
増
え
、

「
今
後
の
労
働
条
件
に
不

安
」
と
い
う
声
も
聴
か
れ
て

い
ま
す
。

　

分
会
と
し
て
も
微
力
な
が

ら
各
種
大
会
や
行
動
に
参
加

し
て
、
少
し
で
も
労
働
条
件

の
改
善
に
向
け
た
闘
い
を
前

進
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
三
月
の
震
災
に
よ
り
多

く
の
路
線
が
被
害
を
受
け
て

い
ま
す
。
今
後
、
設
備
の
修

繕
費
の
大
幅
削
減
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
分
会
も
、
安
全

で
安
心
し
て
乗
れ
る
鉄
道
め

ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

の
経
過
と
決
算
報
告
を
拍
手
で
承
認
し
、
そ
の
後

今
年
度
活
動
方
針
案
が
提
案
さ
れ
た
。
今
年
度
は

沖
縄
の
基
地
問
題
を
始
め
、
歴
史
を
歪
曲
す
る
教

科
書
の
採
択
拡
大
や
原
発
問
題
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
る
。
討
論
で
は
、
三
多
摩
セ
ン
タ
ー
、
東
京

教
組
、
解
放
同
盟
の
発
言
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
方
針
と
予
算
を
満
場
一
致
で
承
認
し
、

新
た
に
長
谷
川
議
長
（
東
交
）
本
橋
事
務
局
長
（
自

治
労
東
京
）
を
は
じ
め
、
地
本
石
上
委
員
長
を
含

む
常
任
幹
事
、
会
計
監
査
を
選
出
し
定
期
総
会
を

終
了
し
た
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  

 

２０１０年度の給付状況は、１６５件・1、695 万円でした。 

鉄道電話 ０５４－２５４８ 
公衆電話 ０３（３８０６）９２６４ 
 

国労東京互助会は、組合員の相互援助と福利・ 
厚生を目的に、１９８８年に作られました。 
運営は、皆さまの掛金収入で支えられています。 

病欠が続いたけ

ど、安心して療養

ができました。互

助会に入ってい

て本当に良かっ

た！ 

◆掛金は？  １口２５０円・半期（半年）で１５００円。 ６口

まで加入できます。※中途の新規加入・増口も可能です。 
◆給付金は？病欠で１口につき１日千円（３日目までは千五百円）

給付します。※３００日を限度に給付。 
◆長期療養見舞金は？ 連続して病欠となった場合、１口につき、

１５日以上３千円、６０日以上５千円、

９０日以上１万円を給付します。 
◆万が一の時は？ 万が一組合員に不幸があった場合、死亡弔慰金

１００，０００円を給付します。 
詳細はお問い合わせ下さい     （２０１１年５月１日現在） 

1・２回戦
準決・決勝戦
予備日
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国労東京
　野球大会　日程

第39回 HIBIYA
MAYDAY
写真集
第82回

東
京
平
和

　
運
動
セ
ン
タ
ー

第
23
回
総
会
開
催
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